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YCU 長期留学プログラム 派遣学生報告書 

氏 名 K.Y. 学部・学科 国際教養学部国際教養学科 

学 年 3 年 派遣国 大韓民国 

派遣大学 淑明女子大学校 

期 間 ２０２３年  ８月  ２５日～ ２０２４年  ６月  ２１日 

 

【生活編】 

１．滞在先 

滞在形態 学内の学生寮 ／ 学外の学生寮 ／ アパート ／ その他（         ） 

部屋 個室 ／ 2 人部屋 ／ ３人部屋 ／ その他（         ） 

設備 

*共同＝◎ 部屋にあるもの＝○ 

トイレ ◯ シャワー ◯ 洗面所 ◯ 

キッチン ◯ 冷暖房 ◯ 冷蔵庫 ◯ 

滞在費 約（     25,000     ）円  *1 ヶ月あたりの寮費や家賃 

移動 （   徒歩      ）で、約（ ２ ）分  *大学までの所要時間と移動方法 

転居した場合は、上記表をコピーして滞在先２の内容を追加してください。 

２．日常生活 

（１）1 ヶ月の生活費 

項 目 金 額 内 訳 

食費 50,000 円 ３食分の食事 基本的に外食 

学用品購入費 1,000 円 ノート、筆記用具等 

交通費 5,000 円 地下鉄、バス代 

交際費 40,000 円 ショッピングや、施設の利用代等 

その他 10,000 円 運動する際にかかる経費等 

合計 106,000 円  *概算で記録してください。 

（２）治安状況・危険地域など 

特に危険なことは身の回りでは起きなかったが、梨泰院近所では麻薬が出回っているとい

う情報がある。またソウル駅周辺はホームレスの方が多く、一人で歩くには危なかったりす

る。 
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３．海外旅行損害保険について 

 

保険の名称 学研災付帯海学 ／ その他（             ） 

加入期間 （  １０ ）ヶ月間 保険料 （         ）円 

現地の国／大学指定の保険に加入した場合は、下記も記入してください。 

保険の名称  

加入期間 （   ）ヶ月間 保険料 （         ）円 

 

４．滞在都市についての情報  

滞在都市／町（    ソウル     ） 

 

大韓民国の首都。京畿地方に位置する特別市で、25 の行政区からなる。市庁の所在地は中

区。人口は約 939 万人。アジア最大級の都市であり、世界 5 位の都市圏人口と世界 4 位の

都市圏経済力を有する。政治、経済、交通、文化、教育・学術面において大韓民国の中枢を

なす。 

 

ソウルには場所によって集まる人の年齢、性別等が違い、例えばホンデは大学生や観光客、

梨泰院は外国人、カンナムは芸能系の人など街ごとの特徴が色濃く出る街である。 

 

  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%9F%93%E6%B0%91%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A6%96%E9%83%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E7%95%BF%E9%81%93_(%E6%9C%9D%E9%AE%AE%E5%85%AB%E9%81%93)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%9F%93%E6%B0%91%E5%9B%BD%E3%81%AE%E5%9C%B0%E6%96%B9%E8%A1%8C%E6%94%BF%E5%8C%BA%E7%94%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%8C%BA_(%E3%82%BD%E3%82%A6%E3%83%AB%E7%89%B9%E5%88%A5%E5%B8%82)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%8C%BA_(%E3%82%BD%E3%82%A6%E3%83%AB%E7%89%B9%E5%88%A5%E5%B8%82)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%96%E7%95%8C%E3%81%AE%E9%83%BD%E5%B8%82%E5%9C%8F%E4%BA%BA%E5%8F%A3%E3%81%AE%E9%A0%86%E4%BD%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%9F%93%E6%B0%91%E5%9B%BD
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【学業編】 

１．大学情報 

大学 淑明女子大学校 所在地 ソウル特別市龍山区 

最寄空港 金浦国際空港 空港からの距離 約 15 キロ 

空港⇔大学 （  地下鉄・バス  ） *移動手段 

学生数 約 1,1000 人 留学生数 300 名程度 

学部 

• 文科大学 

• 韓国語文学部 

• 歴史文化学科 

• フランス言語·文化学科 

• 中国語中国文学部 

• ドイツ言語·文化学科 

• 日本学科 

• 文献情報学科 

• 文化観光外食学部 

• 文化観光学専攻 

• 理科大学 

• 化学科 

• 生命システム学部 

• 数学科 

• 統計学科 

• 舞踊科 

• 工科大学 

• 化工生命工学部 

• ICT 融合工学部 

• IT 工学専攻 

• 電子工学専攻 

• 応用物理専攻 

• ソフトウェア学部 

• コンピューター科学専攻 

• ソフトウェア融合専攻 

• 機械システム学部 

• 基礎工学部 
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• 生活科学大学 

• 家族資源経営学科 

• 児童福祉学部 

• 衣類学科 

• 食物栄養学科 

• 社会科学大学 

• 政治外交学科 

• 行政学科 

• 広報広告学科 

• 消費者経済学科 

• 社会心理学科 

• 法科大学 

• 法学部 

• 経商大学 

• 経済学部 

• 経営学部 

• 音楽大学 

• ピアノ科 

• 管弦楽科 

• 声楽科 

• 作曲科 

• 美術大学 

• 視覚·映像デザイン科 

• 産業デザイン科 

• 環境デザイン科 

• 工芸科 

• 絵画科 

• 英語英文学部 

• 英語英文学専攻 
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• タッセル(TESL)専攻 

• メディア学部 

*留学先大学の保有する学部をすべて記載してください。 

学部/専攻 
政治外交学部 

*留学中に所属した学部/専攻を記載してください。 
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２．週間スケジュール 

① (    ９     )月～(     12    )月 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

午前 

 国 家 マ ー ケ テ

ィング 

 国 家 マ ー ケ テ

ィング 

 

午後 

ス タ ー ト ア ッ

プ分析 

日本文化 

韓 国 語 ビ ギ ナ

ークラス 

ス タ ー ト ア ッ

プ分析 

日本文化 

韓 国 語 レ ベ ル

１ 

  

 

② (     ３    )月～(     ６    )月 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

午前 

Movie English 

 

韓国文化 Movie English 

 

韓国文化  

午後 

日韓関係研究 異 文 化 間 コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 

韓国語中級 

日韓関係 異 文 化 間 コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 
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３．履修内容 

科目 Japanese culture Stroll 

履修期間 9~12 月 単位数 3  

授業内容／形態 

対面 

文化、慣習、歴史など幅広い分野から日本についての基礎知識を学ぶ講

義。内容的には簡単なものだが、韓国語で行われる講義 

成績 B＋ 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  

 

科目 Marketing of Nations & Nation Brand 

履修期間 9~12 月 単位数 3 

授業内容／形態 

対面 

国家がいかに自国をブランド化し、限られた資源のなかでどのようなマ

ーケティング戦略を取るべきか考察する講義。基礎的な講義だが、経済学

的、経営学的な知識を幅広く学ぶことができる。 

成績 B＋ 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  

 

科目 Startup Case Analysis 

履修期間 9~12 月 単位数 3 

授業内容／形態 

対面 

スタートアップの事例を多く取扱い、スタートアップの立ち上げ、成功に

はどのような要素が必要なのかを研究する講義。韓国はスタートアップ

企業への投資が盛んに行われていたり、起業に関する研究が多く行われ

ていることもあり、多くの事例を研究できる。 

成績 B＋ 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  
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科目 Korean For Beginners 

履修期間 9~12 月 単位数 3 

授業内容／形態 

対面 

ハングル、文法の基礎的なことを勉強する講義 

成績 A+ 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  

 

科目 Korean Language For ForeignersⅠ 

履修期間 9~12 月 単位数 3 

授業内容／形態 

対面 

基礎的な文法、会話を練習するコース。上記の Korean For Beginners と

この講義を通して韓国語の基礎的な内容をすべて履修できる 

成績 A+ 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  

 

科目 Movie English 

履修期間 3～6 月 単位数 3 

授業内容／形態 

対面 

週ごとのテーマに沿った映画の 1 シーンを複数見て、それに沿って英語

でディスカッションをする講義 

成績 B＋ 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  
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科目 Korea and Japan Relations 

履修期間 3～6 月 単位数 3 

授業内容／形態 

対面 

日韓双方の視点から韓国語を勉強する講義 歴史順に日韓関係の移り変

わりを見ながら、これからの日韓関係のあり方を考える講義 

成績 B＋ 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  

 

科目 Cross cultural communication  

履修期間 3～6 月 単位数 3 

授業内容／形態 

対面 

多文化社会で起こるミスコミュケーション、文化間の差異、価値観などを

多国籍の生徒とディスカッションしながら学んでいく講義 

成績 A＋ 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  

 

科目 Korean culture and Korean human relations 

履修期間 3～6 月 単位数 3 

授業内容／形態 

対面 

韓国に関するあらゆる文化、政治、歴史を学ぶ講義。受講者の９割近くが

外国人で、外国から見た韓国はどのように見えるのかを議論した。 

成績 A 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  

 



10 

 

科目 Intermediate Korean  

履修期間 3～6 月 単位数 3 

授業内容／形態 

対面 

中級レベルの韓国語の講義。４技能全てバランスよく学習でき、アウトプ

ットの機会が多い講義だった 

成績 B＋ 

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  
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＜総括＞ 

（１）全体的な感想     *留学生活全体を通しての気づきや学びをまとめてください。（800 字以上） 

 

留学生活を通じて得た気づきや学びは、多岐にわたります。その中でも最も重要なことは

「やればなんでもできる」というシンプルな真理でした。この気づきは、留学生活の全体を

通して徐々に形成されたものです。 

まず、異国の地で生活を始めるということ自体が大きな挑戦でした。言葉の壁や文化の違

い、新しい環境に適応することなど、多くの困難が待ち受けていました。しかし、その一つ

一つを乗り越えるたびに、自分の中に自信が芽生え、「やればできる」という感覚が確固た

るものになっていきました。最初は何もかもが不安で、ほんの些細なことでも心配すること

がありましたが、時間とともに、自分が思っていた以上に多くのことができることに気づき

ました。留学先での学業も、最初は非常に困難でした。授業についていくためには、予習・

復習はもちろん、周りの学生たちと積極的にコミュニケーションを取ることが不可欠でし

た。また、異なる学問的背景を持つクラスメートたちと一緒に課題に取り組むことで、新し

い視点を得ると同時に、自分自身の強みや弱みを認識することができました。最初は、他の

学生と比較して自分の英語力や専門知識に不安を感じることもありましたが、努力を重ね

ることで、次第に授業の内容を理解し、自分の意見を積極的に表現できるようになりまし

た。この過程を通じて、困難に立ち向かい続けることで、自分の限界を超えることができる

という自信を深めることができました。また、留学生活の中で多くの異文化体験をしまし

た。異なる価値観や習慣を持つ人々との出会いを通じて、柔軟な思考と共感の重要性を学び

ました。異文化理解を深めることで、自分自身の視野が広がり、異なる意見や考え方を尊重

することができるようになりました。このような経験は、自分自身の成長につながるだけで

なく、グローバルな視点で物事を考える力も養いました。 

さらに、留学を通して得たもう一つの大きな学びは、失敗を恐れないことの重要性です。新

しい環境では、失敗や挫折は避けられません。しかし、その失敗から何を学び、次にどう活

かすかが重要です。留学中、何度も失敗を経験しましたが、そのたびに立ち直り、次のステ

ップに進む力を身につけました。失敗は成功の一部であり、それを乗り越えることで成長で

きることを実感しました。このように、留学生活を通じて得た最大の気づきは、「やればな

んでもできる」ということでした。努力を惜しまず、新しい挑戦に立ち向かい続けることで、

自分自身の可能性を広げることができました。これからもこの学びを活かし、さらなる成長

を目指していきたいと考えています。 
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（２）今後の展望  *この経験を今後どのように活かしていきたいかをまとめてください。（400 字以上） 

 

今後は言語の勉強に力を入れていきたいです。1 年間で韓国語の話す、聞く能力は成長した

と感じますが、書く、読む力はまだ成長の余地があると考えています。そのため、1 つの目

標として韓国語検定の取得を目指そうと思っています。そのために就活と両立しながらで

はありますが、時間をしっかり確保して対策をしていきたいと思います。また、話す機会が

なくなると少しずつ忘れていくので、韓国人と韓国語で話すという時間を確保します。横市

には今学期何名か韓国から交換留学生が来るとのことなので、彼らとコミュニケーション

を積極的に取れるように自分から動いていきます。 

加えて英語はもっと勉強していかなければならないと思いました。韓国では英語で何個か

講義は受講しましたが、何か上達したかと聞かれるとあまり自信を持って言えないという

ような状態だと考えています。そのため、今学期から英語で開講される講義を履修したり、

TOEIC800 点を目標に勉強していきたいです。 

 

（３）後輩へのアドバイス *留学を希望する学生にむけてのアドバイスをお願いします。（400 字以上） 

 

とにかく積極的にチャレンジすることが大切だと思います。最初は基本知り合いも友達も

誰もいない状況なので、自分でなんとかしないといけない事が沢山あります。それをまず、

自分でどうにかやってみようと思って動いてみるとその過程で友達が出来たり、何かしら

の成長があると思います。私の場合は、とにかく韓国語が出来なかったので、とにかく知り

合った韓国人の方と遊んだり、ご飯を一緒に食べたり、カフェに行って話したりなどとにか

く人と関わることで韓国語を少しずつ上達させることが出来ました。そうしていくうちに、

色々な友達が私の韓国語勉強や、大学でのことをサポートしてくれました。このような経験

から最初に勇気を持って踏み出した一歩は何かしらの形で自分に返ってくることを体感で

きました。留学では、今まで日本にいて出来なかったことをある程度制約なしに取り組むこ

とができる絶好の機会が沢山あります。ですので、ぜひ留学にチャレンジして、自分自身を

もっと成長させてほしいなと思います。 

 

 


